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1880 年代に生まれたレコード・プレイヤー実用機「グラモフォン」と 20 世紀初頭に生
まれたラジオとを結びつけた人間が「最初の DJ」であると述べている（注 14）。 
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最初期の DJ とされる人物には、1906 年に米国ボストン近郊からスコットランドにラ
ジオ波を発し、自ら聖書の朗読やバイオリン演奏、歌唱を行って大西洋上の船舶を驚か
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ヒップホップの普及とその DJ の技術の進化は、1980 年代以降、クラブなどでの DJ
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（注 2）P. Scannell, D. Cardiff,“A Social History of British Broadcasting Volume One 
1922-1939 Serving the Nation,” Basil Blackwell, 1991, p.182. K.ニーガス、安田昌弘
訳『ポピュラー音楽理論入門』、水声社、2004 年、p.125 










編『音楽教育学研究 1〈音楽教育の理論研究〉』、音楽之友社、2000 年、p.128-130 
（注 9）K.ニーガス、前掲『ポピュラー音楽理論入門』、p.111-116 
（注 10）A. Hennion, ‘Baroque and rock: Music, mediators and musical taste.’ 
Poetics 24(6), 1997, pp.415-435. p.19. 前掲『ポピュラ ・ーミュージック・スタディズ』、
p.20 
（注 11）A. Hennion and C. Meadel, ‘Programming music: radio as mediator.’, Media, 
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Culture & Society 8(3),1986, pp. 281-303. 前掲『ポピュラー・ミュージック・スタデ
ィズ』、p.19 
（注 12）A. Hennion, ‘An Intermediary Between Production and Consumption: The 
Producer of Popular Music.’, Science, Technology and Human Values 14(4), 1989, pp. 
400-424. 前掲『ポピュラー・ミュージック・スタディズ』、p.20-21。M.ド・セルト
ー、山田登世子訳『日常的実践のポイエティーク』、国文社、1987 年、p.91 
（注 13）P. Scannell, D. Cardiff, ibid. p.211. 
（注 14）B. Brewster and F. Broughton, “Last Night A DJ Saved My Life: The History 
of the Disc Jockey,” Grove Press, 1999, p.20. 
（注 15）B. Brewster and F. Broughton, ibid. p.22. 
（注 16）『BRUTUS』2018 年 2 月 15 日号 No.863、マガジンハウス、p.40 
（注 17）B. Brewster and F. Broughton, ibid. p.34-36 
（注 18）デイヴィッド・カッツ、森本幸代訳『ソリッド・ファンデーション——語り





（注 21）T. アドルノ、前掲「軽音楽」、『音楽社会学序説』、p.73 












（注 23）T. アドルノ、前掲「軽音楽」、『音楽社会学序説』、p.79-81 
（注 24）ジェニー・ボイド、ホリー・ジョージ=ウォーレン、菅野彰子訳『素顔のミュ
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